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金
子
氏
は
、
創
奪
琵
月
の
中

国
客
が
前
年
同
月
に
比
べ
て
約

４５
％
減
り
、
約
鍵
万
人
に
な

っ

た
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
マ
イ

ナ
ス
に
な
る
の
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
続
い
て

い
た
２２
年
１
月
以
来
。
高
市
早

菫
首
相
の
「台
湾
有
事
」
を
巡

る
発
言
に
端
を
発
す
る
圏
中
関

を

「訂
日
公
示
、
２
月
８
日
投

開
票
」．
の
日
程
で
実
施
す
る
こ

と
を
踏
ま
え

「短
期
決
戦
と
な

る
が
、
党

一
丸
と
な
り
戦
い
抜

き
、
必
ず
勝
利
を
収
め
た
い
」

と
強
調
し
た
。
野
党
も
公
約
策

定
や
（鰹
螺
一立
を
加
速
。
首
相

の
解
散
表
明
か
ら

一
夜
明
け
、

た
だ
け
る
よ
う
全
力
を
尽
く

す
」
と
訴
え
た
。
選
挙
期
聞
中

も
危
機
管
理
に
適
漏
な
く
対
応

す
る
よ
う
求
め
た
．
鈴
本
俊

一

幹
事
長
が
記
者
会
見
で
明
暴
か

に
し
た
。

小
林
鷹
走
政
調
会
長
は
衆
院

選
公
約
の
決
定
に
向
け
た
党
内

手
続
き
を
、
射
圏
に
進
め
る
ル
一

ィ
ーー
‘
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し
た
ｃ

消
費
税
減
税
の
期
間
や
、
企

業

。
団
体
献
金
の
な
い
方
を
含

む

一政
治
と
カ
ネ
」
問
題
な
ど

が
主
な
争
点
Ｌ
な
る
。
与
党
は

時
理
的
な
食
料
轟
仰
摘
費
税
減

税

ｎ
〕
検
討
を
掲
げ
る
の
に
対

し
、
繭
道
は

「恒
久
ヤ
激
」
で

対
抗
す
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「

鈴戌躙軋
京
都
市
東
山
区
出
身
の
ス
ポ
ー
ツ

文
化
評
論
家
玉
本
正
之
さ
ん

（鶴
）

が
、
勢
歳
を
通
ぎ
て
動
画
投
稿
サ
イ

ト
Ｙ

Ｏ
ｕ
Ｔ

積
ｂ

傘

（
ユ
ー
チ

ュ
ー

プ
）
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
た
。

時
事
的
な
ス
ポ
ー
ツ
話
題
を
テ
ー
マ

に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
は
取
り
上
げ
な

い
よ
う
な
切
り
国
で
有
識
者
と
ク
ロ

ス
ト
ー
タ
を
展
開
す
る
。
「批
判
で
き

な
い
と
，」
ろ
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は

な
い
」
と
骨
太
の
議
論
を
戦
わ
せ
る
、、

ス
ポ
ー
ツ
は
本
来
、
社
会
の
中
で

ど
う
あ
る
べ
き
か
。
と
う
し
た
視
点

に
重
き
を
置
い
た
発
信
を
し
て
い
こ

う
Ｌ
、
２
０
£
３
年
春
に
ユ
ー
千
二

―
プ
番
組

「Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｉ
舎
ス
ポ

ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
を
始
め
た
。

週
２
回
程
度
の
ベ
ー
ス
で
加
～
紳
分

砕
番
組
を
記
信
。
同
年
６
月
か
ら
番

組
ス
ポ
ン
サ
ー
が
付
き
、
多
彩
な
ゲ

ス
ト
を
招

い
て
い
る
。

玉
本
正
之
さ
ん
備
「一―
サ
巌
―
ブ

チ
ャ
ン
ネ
ル
「Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｋ
ｌ
の

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」

．

高
校
野
球
を
テ
ー
マ
に
し
た
回
で

は
、
部
内
の
暴
力
事
件
で
昨
夏
脅
甲

子
国
大
会
途
中
に
出
場
辞
退
し
た
広

島

。
広
陵
高
を
め
ぐ
る
問
題
を
取
り

上
げ
、
青
後
に
警
む
論
点
を
あ
ぶ
り

出
し
た
。
通
れ
ま
で
に
虚

‘
磐
万
興

視
聴
さ
れ
話
題
を
集
め
た
。

ス
ポ
ー
ツ
と
平
和
を
テ
ー
マ
に
し

た
番
組
が
多
い
の
も
特
色
伸

一
「
‘

昨
秋
の
大
相
撲
九
州
場
所
で
初
優

勝
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
島
の
安
青

錦
関
の
大
関
昇
推
一に
絡
め
、
ウ
ク
一ツ

イ
ナ
で
の
紛
争
や
ス
ポ
ー
ツ
事
情

に

つ
い
て
大
学
教
授
と
語
惨
合

っ
・．

」ヽ
。玉

本
さ
ん
は

一マ

ス
メ
デ
ィ
ア
と

同
じ
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、

達
う
方
向
で
諭
評
を
し
て
い
く
。
ゲ

ス
ト
に
摺
く
勢
は
試
合
の
勝
敗
で
騒

ぐ
よ
う
な
人
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
精
一神
や
感
覚
を
持

っ
た
人

に
し
て
い
る
一
と
話
す
。

｝率
不
さ
ん
働
一一一一墨
翻
に
驚
鷹
す
る
の

は

「権
議
主
義
」

へ
砕
否
定
た
。
生

案
は
祇
圏
の
電
器
磨
で
、
溝
墨
摯

藝

高

（北
軽
）
を
事
業
し
東
京
大
に
進

ん
だ
が
申
遍
．
作
の
後
ア
リ
ー
で
構

動
し
ベ
ン
の
力
で
名
を
戒
れ
た
。
メ

デ
ィ
ァ
脇
縮
す
る
際
も
京
都
参
こ
と

ば
を
大
切
に
し
、
歯
に
衣
着
鷲
ぬ
発

言
で
本
質
を
説
く
。
．

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
豊
戴
Ａ
Ｉ
⑮
普
及
で
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
勢
あ
り
方
が
揺
曇
い

で
い
る
。
そ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
の
伝
え

方
と
も
無
縁
で
は
な
く
な

ウ
て
き
て

い
る
。
蓋
本
さ
ん
は

「私
は
字
を
書

く
人
間
だ
か
ら
字
を
書
く
伸
が
本
来

で
は
あ
る
け
れ
ど
ス
ポ
ー
ツ
論
を
戦

ゎ
せ
怒
通
と
が
崎
き
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
場
を
つ
く

い
・ノて
い
き
た
い
」

と
、
ュ
ー
チ

ュ
ー
プ
番
組
の
意
義
を

読
く
。
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自
民
党
は
２０
日
午
前
、
党
本

一

部
で
役
員
会
を
開
い
た
。
昔闘
市

一

早
菫
是
買
自
民
総
議

は
衆

一

院
を
２３
日
に
解
散
し
、
衆
院
選

一
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